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全球降水気候計画（ＧＰＣＰＩ）の経緯と現状

Outline of the GPCP Strategy

　　操野年之１

Toshiyuki Kurino

Abstract

　　MSC has been producing GMS infrared radiance statisticson an operational basis since

March 1984 and has been providing those data to the GPCP on routine basis. This report

describes the strategy of GPCP and role of MSC as one of the data processing centers of

geostationary meteorological satellites.

GＰＣＰの目的

　水蒸気の凝結によって放出される潜熱は、大気大循

環の主たるエネルギー源である。従って、全球規模で

の降水の状況を知ることは、大気大循環の機構を理解

するうえで、非常に重要である。ＧＰＣＰは、このよう

な認識の下で進められている全球降水データセット作

成計画の一つで、降水の空間/時間平均量を全球規模

で観測/推定することを目的としている。

　その実行計画の骨子は次のとおりである。

　（1）静止気象衛星で取得した赤外画像データから月

降水量を推定する。そのためのアルゴリズムは、対流

雲による降水の推定のために開発されたＧＯＥＳ降水イ

ンデックスを用いる。

　（2）熱帯領域以外の前線性の降水は、極軌道衛星に

搭載されたマイクロ波放射計により推定する。

　（3）大陸部については既存の雨量計の測定データを

ＳＹＮＯＰ及びＣＬＩＭＡＴ通報式で収集する。

　（4）衛星による推定データの検証のために、基準と

なる降水の直接測定（船舶雨量計、降雨レーダー等）

を行う。

２
GＰＣＰの経緯

GＰＣＰは以下の経緯に従って組織/推進されてき
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た。

　1984年５月２～５日：第２回ＷＣＲＰ合同科学委員

会の気候変動と海洋に関する委員会（JSC2/ＣＣＣ０３）

の熱帯海洋全球大気変動研究計画（ＴＯＧＡ４）のための

専門会議がベルギーLiegeで開かれ、衛星による降水

推定の専門家と衛星運用機関の代表者から構成された

ワークショップを招集して、衛星から熱帯の降雨を推

定する計画を推進することが提案された。

　1984年６月29日～７月３日：第２回気候調査のため

の衛星観測システムについてのワーキンググループが

オーストリアViennaで開かれ、気候プロセスの解明

のため全球の降水の測定の必要性が強調された。

　1985年７月24日～26日：世界気候調査計画(WCR-

P5）のための全球降水データセットについてのワーク

ショップが米国Camp Springsで開催され、ＧＰＣＰの

実施が提案された。

　1986年３月12日～28日･：ＷＭＯ/国際学術連合会議

　（ICSU6）のＪＳＣの第７回会合がポルトガルLisbonで

開かれ、ＧＰＣＰを1987年１月より実施すること及び

データ管理のためのワーキンググループを組織するこ

とが承認された。

　1986年11月12日～14日:ＧＰＣＰワーキンググループ

の第１回会合が米国Washington､D.C.で聞かれた。

　1986年11月17日～21日：衛星から推定した降水の検

証方法についてのワークショップが米国Washington、

D.C.で開かれた。

　1987年９月９日～11日:ＧＰＣＰワーキンググループ

の第２回会合が米国Madisonで聞かれた。
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第１図にＧＰＣＰの組織を示す。

３。気象庁としてのＧＰＣＰへの取り組み

　上記のような状況のもとで、気象庁は以下のように

ＧＰＣＰに取り組んできた。

　1985年２月：ＷＭＯ事務局長より、ＷＣＲＰのための

全球降水データセットについてのワークショップ

　（1985年７月開催）に我が国からの専門家の参加を要

請された。

　　（加藤一靖気象衛星センター、システム管理課長の

出席を回答）

　1986年５月：ＷＣＲＰに関する非公式計画会議（関口

理郎気象研究所長出席）において、日本からも

ＧＰＣＰに必要な赤外ヒストグラムデータの提供が可能

であることを表明。

　1986年５月：ＮＯＡＡ／ＣＡＣのＰ.アーキソ博士（Ｇ-

PＣＰプロジェクトマネジャー）がＧＰＣＰの概要説明、

および日本の赤外ヒストグラムデータの詳細について

調査するために来日した。

　1986年７月：･ＷＭＯ事務局長より、1987～1995年の

９年間（可能ならば1986年から）、ＧＭＳデータに対す

る“静止衛星データ処理センター”機能を引き受ける

ことおよび“ＧＰＣＰのデータ管理のためのヮーキング

グループ”への専門家登録についての要請があった

　（中村和信気象衛星センター、システム管理課調査官

を登録）。

　1986年11月:ＧＰＣＰヮーキンググループの第１回会

合に中村和信気象衛星センター、システム管理課調査

官か出席した。

　1986年11月：衛星から推定した降水の検証方法につ

いてのヮークショップに松原麦司気象庁、測候課調査

官が出席した。

　1987年２月:ＧＰＣＰについての気象庁の対処方針が
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庁議で決定された。

　1987年９月:ＧＰＣＰワーキンググループの第２回会

合に操野年之気象衛星センター、システム管理課技術

主任が出席した。

4. GPCPのデータ処理と管理

　第２図はＧＰＣＰにおける全球降水データの流れであ

る。図中の各センターの機能は次のとおりである。

　（1）静止衛星データ処理センター（ＧＳＤＰＣ７）

　米国のＧＯＥＳ、欧州宇宙機構のＭＥＴＥＯＳＡＴ、日本

のＧＭＳ、及びインドのＩＮＳＡＴの運用機関から構成さ

れる（インドは正式な参加をまだ表明していない。）

　各ＧＳＤＰＣは、それぞれの静止衛星について以下の

作業を行う。

　（i）キャリブレーション済の赤外放射データを衛星直

下点から緯度で±40°、経度で±50°の範囲で、一日

８回（00、03、06、09、12、15、18、21 UT）取得す

る。

　（u）取得したデータに対して、2.5°×2.5°の緯経度

格子領域毎に、次の統計値を計算する。

　統計項目:16階級の温度ヒストグラム、平均温度お

よび分散

　㈲上記の統計量の、各時間毎の半句統計データセッ

トを作成する。

　㈲18半句（３ヵ月）分のデータセットを磁気テープ

に累積し、画像取得状況やデータ作成状況等の情報と

共にＧＳＰＤＣ８に３ヵ月毎に送付する。

　（Ｖ）作成期間は1987年から1995年までである。

　（2）静止衛星降水データセソター（ＧＳＰＤＣ）

　米国海洋大気庁９（ＮＯＡＡ）の気候解析センター

　（ＣＡＣＩ°）が担当する。

　各ＧＳＤＰＣより送られる統計値を総合し北緯40°か

ら南緯40°までの範囲の全球の月降水量を2.5°×2.5°

の緯経度格子領域毎に算出する。

　（3）極軌道衛星データ処理センター（ＰＳＤＰＣ１１）

　米国ＮＯＡＡの環境衛星データ情報局（NESDIS12）

が担当する予定である。米国の軍事気象衛星計画（Ｄ-

MSP13）の極軌道衛星に搭載されたマイクロ波放射計

SSM/ 1 14のデータを編集、累積する。

　（4）極軌道衛星降水データセンター（ＰＳＰＤＣ１５）

　米国NASA16のGSFC17が担当する。SSM/Iの輝度

温度データから月降水量を推定するアルゴリズムを開

発/テスト中である。

一

　（5）全球降水気候センター（ＧＰＣＣ１８）

　担当機関は調整中である（西F｀イツが候補となって

いる）。

　陸上の雨量計観測によるデータをＳＹＮＯＰ及び

ＣＬＩＭＡＴ報により収集し、それらの陸上データと

ＧＳＰＤＣ及びＰＳＰＤＣからの衛星データとを合わせて解

析することにより最終的に全球の降水データセットを

作成する。

　（6）地上基準データセソター（SRDC19）

　担当機関は調整中である（米国ＮＯＡＡ/ＮＥＳＤＩＤの

ＮＣＤＣ２°が候補となっている）。衛星データを較正/検

証するための地上基準データ（雨量計で較正された

レーダ等の直接測定データ）を収集し、ＧＳＰＤＣおよ

びＰＳＰＤＣに提供する。

５
GＰＣＰの進行状況

　1987年９月の第２回ヮーキンググループ会合の時点

でのＧＰＣＰの進行状況は以下のとおりである。

　（1）静止衛星のデータ

　ＧＯＥＳ、ＧＭＳ、ＭＥＴＥＯＳＡＴに対する各GSDPC

は、提供データのフォーマット及び磁気テープ（Ｃ-

CT21）のサンプルを既にＧＳＰＤＣに送付し承認され、

今後定常的にデータを提供する体制が整った。しかし

ＩＮＳＡＴのデータ提供については未だ調整中であり、

最悪の場合ＩＮＳＡＴの観測領域のデータを米国の軌道

衛星ＮＯＡＡのデータから算出した外向長波長放射量

　（ＯＬＲ２２）データで代替することを検討している。

　（2）極軌道衛星のデータ

　米国空軍および海軍によって収集/処理されたSSM

／ＩのデータはＮＯＡＡ/NESDISが累積する準備をして

いる。しかし運営資金面の問題が残されている。

　（3）較正/検証データの取得

　1986年11月に聞かれた、衛星から推定した降水の検

証方法についてのヮークショップの答申を受けて、

ＧＰＣＰにおける衛星データの較正/検証のプロジェク

トを組織し加える予定である（正式な答申は1988年末

までになされる予定）。

　これとは別に、1987年９月に聞かれた、第２回

ＧＰＣＰヮーキンググループの会合では、次のようなこ

とが決定された。

　Ｄ衛星データの較正/検証のための地上基準データ

を取得するために以下の地域を候補として選出する。

これらは、デジタル化されたレーダと雨量計のネット
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ワータが展開されておりデータの取得/提供が容易と

思われる地域である。

　ＧＯＥＳの観測範囲

　　(i)ケネディ宇宙センター(米国)

　　㈲オクラホマシティ(米国)

　　(ｍ)カリブ海沿岸(但しデジタル化されたレーダの

　　　展開が必要である)

　　㈲米国南西部の砂漠地帯

　ＧＭＳの観測範囲

　　(i)マーシャル諸島Kwajalein環礁(米国)

　　㈲日本中部

　　㈲オーストラリア北部

　ＭＥＴＥＯＳＡＴの観測範囲

　　(i)英国

　　㈲イスラエル

　　㈲スペイソ

　各ＧＳＤＰＣは上記の観測範囲について、地上基準

データとの較正/検証のために特別な期間を設定し、

対応する領域の静止衛星の赤外輝度温度のデータセッ

トをオリジナルの解像度(ピクセル単位)で、ヒスト

グラムデータとは別に作成/提供する。

　但しＧＭＳについては、気象衛星センターが既に作

成/累積している0.25度の緯度/経度単位のヒストグラ

ムデータで代替することを提案し、検討中である。

　2)米国フロリダ州のケネディ宇宙センターにある基

礎較正検証施設(ＢＣＶＦ２３)を、降水測定機器及び方法

の開発/評価のためのワールドセンターとする。ここ

は、デジタル化レーダ及び高密度の各種雨量計の観測

網があり、地理的にも海の近くに位置していることか

ら、最適であると考えられている。

６

　気象衛星センターにおけるＧＰＣＰの進行状況お

よび予定

　現在、気象衛星セソターでのＧＰＣＰの進行状況は以

下のとおりである。

　(1) GMSの赤外輝度温度データの半句統計値

　(i)1986年第１半句～1987年第12半句のデータセッ

ト：既に作成/送付。現在GSPDCで確認中。

　(u)1987年第19半句～1987年第36半句のデータセッ

ト：既に作成/送付。ＧＳＰＤＣで確認済。

　㈲1987年第13半句～第18半句、及び第37半句～第55

半句のデータセット：既に作成/送付済。現在

ＧＳＰＤＣで確認中。

一

　㈲1987年第56半句～1987年第73半句のデータセット

及びそれ以降の18半句毎のデータセット:1988年１月

より３ヵ月毎にルーチソ業務としてＧＳＰＤＣに送付す

る予定。

　（2）オリジナル解像度の較正/検証データ

　地上基準データの取得地域が決定され、ＧＳＤＰＣに

作成要請があった時点で対処する。0.25度の緯度/経

度単位のヒストグラムデータで代替可能ならぼ、現在

のソフトウェアの一部改造で対応できるが、あくまで

もオリジナルの解像度（ピクセル単位）のデータが要

求されるならば、新たにソフトウェアの開発が必要で

ある。

７
GＰＣＰに伴うデータ提供の業務

GＰＣＰに係る新規業務は以下のとおりである。

（1）データ作成

作成データ:

　ＧＭＳの赤外輝度温度データの半句統計値(2.5°

×2.5°の緯経度格子毎）

作成媒体:

　2400 feet（フルサイズ）の磁気テープ

　３ヵ月分（18半句分）を１本の磁気テープに格納

（2）データ提供

提供頻度：

　３ヵ月に１度

提供方法：

　３ヵ月に１度、画像取得状況やデータ作成状況等

のドキュメントと共に航空便で郵送する。（同時に

発送の告知をＴＥＬＥＸで行う）

提供先：

　米国ＮＯＡＡのＣＡＣが担当するGSPDC

（3）実施期間：（定常莱務としては以下の期間に実

施する）

自:1988年１月15日（1987年第56半句～第73半句の

　　データを作成/送付）

至:1996年１月15日（1995年第56半句～第73半句の

　　データを作成/送付）
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'Geostationary SatelliteData Processing Center

'Geostationary SatellitePrecipitationData Center

'National Ocean and Atmospheric Administration

'"Climate Analysis Center

"Polar SatelliteData Processing Center

'^Defence Meteorological SatelliteProject

"Special Sensor Microwave Imager

"National Environemental Satellite,Data and

　InformationService

"Polar SatellitePrecipitationData Center

''NationalAeronautics and Space Administration

"Goddard Space Flight Center

"Grobal PrecipitationClimatology Center

"Surface Reference Data Centre

^'NationalClimatic Data Center

^'Computer compatible tape

^^Outgoing longwave radiation

''BasicCalibrationand Validation Facility

一
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